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「平成6年度一般金言！空軍コ

前年対比
20．3％増39億5層00万円

●　●　●　●　●　●

平
成
六
年
一
般
会
計
、
特
別
会
計
予
算
が
三
月
二

十
一
一
日
に
議
会
で
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
額
五
十
」
八
億
三
千
九
百
二
十
一
万
円
（
前
年
対

比
十
二
・
四
％
増
）
と
な
っ
た
本
年
度
予
算
。

そ
の
予
算
概
要
と
、
福
田
町
長
の
行
財
政
方
針
に

つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

特男u会計1¢億8，420万5千円

平
成
六
年
度
予
算
案

を
本
会
議
に
提
出
す
る

に
当
た
り
、
そ
の
概
要

と
提
案
理
由
並
び
に
所

信
の
一
端
を
申
し
上
げ
、

本
会
議
を
通
じ
ま
し
て
、

町
民
皆
様
の
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
す
次

第
で
あ
り
ま
す
。

平
成
六
年
度
の
予
算
編
成
に
当

た
り
ま
し
て
は
、
ご
案
内
の
と
お

り
細
川
政
権
に
よ
り
、
ま
ず
政
治
、

経
済
、
社
会
の
仕
組
み
を
大
き
く

つ
く
り
変
え
る
と
い
う
内
外
激
動

↓
子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
の
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
福
田
町
長

●　●　●　●　●

と
変
革
の
最
中
に
、
例
年
十
二
月

に
は
示
さ
れ
る
地
方
行
財
政
方
針
、

新
年
度
国
家
予
算
も
決
定
し
な
い

状
況
に
加
え
、
三
年
目
を
迎
え
る

大
不
況
、
米
の
貿
易
自
由
化
、
昨

年
の
農
業
凶
作
対
策
等
、
将
来
の

展
望
不
透
明
と
経
済
不
安
定
の
な

か
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
を
現

状
の
を
か
本
町
は
、
町
民
皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力
参
加
の
も
と
に
、

国
、
県
の
信
頼
と
支
援
に
よ
り
、

農
業
農
村
活
性
化
事
業
等
、
中
山

間
地
域
活
性
化
事
業
、
地
域
福
祉

推
進
事
業
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
ジ

ゲ
起
し
、
や
さ
し
い
町
づ
く
り
単

独
事
業
、
学
校
施
設
整
備
、
環
境

整
備
等
々
、
本
町
発
足
四
十
年
の

節
目
に
大
き
く
町
の
姿
が
変
わ
ろ

う
と
す
る
大
型
継
続
事
業
が
山
積

み
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

＝
町
民
生
活
安
定
の
た
め
＝

■
窮
昇

又
、
第
二
次
江
府
町
総
合
計
画
、

後
期
実
施
計
画
も
あ
と
二
年
を
残

す
大
切
を
年
度
を
迎
え
、
更
に
二

十
一
世
紀
を
間
近
に
ひ
か
え
、
社

会
情
勢
は
人
口
減
少
と
高
齢
化
、

情
報
化
、
国
際
化
と
い
っ
た
地
域

課
顧
深
刻
化
し
、
今
後
。
れ
ら

の
動
き
は
一
層
進
展
す
る
も
の
と

存
じ
ま
す
。

私
は
、
自
主
財
源
の
乏
し
い
公

共
事
業
依
存
度
の
高
い
本
町
と
し

て
可
能
な
限
り
、
国
、
県
と
の
新

年
度
事
業
の
認
定
協
議
に
よ
る
補

助
金
申
請
、
更
に
過
疎
、
辺
地
む

ら
づ
く
り
、
義
務
教
育
債
の
承
認

等
、
行
財
政
運
営
執
行
上
の
厳
し

さ
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
見

通
し
の
上
に
立
っ
て
、
こ
こ
に
平

成
六
年
度
も
積
極
的
を
年
間
予
算

を
編
成
し
、
引
き
続
き
二
十
一
世

紀
を
展
望
し
た
一
層
の
町
民
生
活

の
安
定
を
図
る
べ
く
、
福
祉
の
向

上
に
む
け
、
全
力
を
あ
げ
て
取
り

組
む
決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
今
、
国
の
景
気

対
策
に
も
と
づ
く
大
型
の
公
共
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
景
気
の
動

き
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

内
外
の
経
済
情
勢
等
の
推
移
に
即

応
し
っ
つ
、
そ
の
機
動
的
弾
力
的

運
用
と
景
気
対
策
の
た
め
に
も
工

事
発
注
も
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
自
主
的
主
体
的
に
創
意
工

夫
し
を
が
ら
、
魅
力
と
括
力
あ
る

自
ら
の
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
自

ら
汗
を
流
し
て
取
り
組
む
単
独
事

業
も
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
基
本
で
あ
り
ま
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す
主
権
者
の
町
民
皆
様
の
ご
理
解

と
積
極
的
参
加
が
今
こ
そ
大
き
を

役
割
と
し
て
強
く
、
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

又
、
本
予
算
に
お
き
ま
し
て
も

財
政
の
簡
素
化
と
経
費
の
節
減
合

理
化
を
推
進
し
、
限
ら
れ
た
財
源

の
重
点
的
を
配
分
に
徹
し
節
度
あ

る
健
全
な
財
政
運
営
を
基
本
と
し

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
俣
野
川
発
電
に
係
る

固
定
資
産
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
年
対
比
六
二
一
％
の
滅
と
な
り
、

更
に
、
大
型
継
続
事
業
と
本
格
的

を
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
高
齢
化

対
策
に
お
け
る
財
政
需
要
の
拡
大

等
厳
し
い
財
政
事
情
を
念
願
に
お

き
後
世
に
大
き
を
負
担
を
残
さ
な

い
た
め
に
も
公
債
残
高
に
意
を
注

ぎ
、
国
県
の
制
度
に
よ
る
高
率
補

助
、
有
利
な
起
債
等
を
積
極
的
に

模
索
し
、
よ
り
一
層
財
源
の
確
立

を
図
り
健
全
を
財
政
運
営
を
確
保

い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

■
鰻
が

尚
、
そ
の
た
め
に
も
行
政
調
査

会
に
対
し
前
年
の
行
政
機
構
及
び

組
織
改
革
に
引
き
続
き
本
年
は
財

政
改
革
、
就
中
補
助
金
及
び
交
付

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

開
か
れ
た
心
の
通
い
合
う
町
政
友
野

町
民
生
活
の
向
上
を
め
ざ
し
て

金
受
益
者
負
担
金
を
中
心
に
財
政

体
質
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
諮
問
、

検
討
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
づ

く
り
を
柱
と
す
る
　
「
希
望
と
活
力

に
満
ち
た
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
江

府
町
」
を
念
願
し
、
生
活
関
連
社

会
資
本
の
整
備
を
は
じ
め
農
業
基

盤
整
備
、
生
活
環
境
条
件
整
備
の

た
め
の
継
続
的
大
型
事
業
の
推
進
、

学
校
文
教
関
係
施
設
の
整
備
、
地

域
医
療
、
保
健
福
祉
対
策
の
充
実
、

若
者
定
住
対
策
等
町
民
参
加
に
よ

る
公
正
で
誠
実
、
開
か
れ
た
心
の

通
い
合
う
町
政
の
基
本
理
念
を
深

く
心
に
刻
み
、
い
ま
内
外
激
動
の

を
か
に
町
民
意
識
も
益
々
多
様
化
、

高
度
化
に
加
え
行
政
需
要
の
変
化

の
流
れ
の
も
と
で
、
除
々
に
進
む

地
方
分
権
確
立
の
た
め
に
も
、
足

腰
の
強
い
江
府
町
を
念
願
し
一
層

の
努
力
を
お
誓
い
致
す
も
の
で
あ

り
ま
す
。

以
上
、
平
成
六
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
と
し
て
、
額
　
他

三
十
九
億
五
千
五
百
万
円
、
前
年

対
比
二
〇
二
二
％
増
に
お
よ
ぶ
大

型
積
極
予
算
を
編
成
提
案
い
た
し

ま
し
た
。

更
に
、
別
途
、
特
別
会
計
の
十

四
会
計
歳
入
歳
出
予
算
と
し
て
、

合
計
十
六
億
八
千
四
百
二
十
九
万

五
千
円
、
一
般
会
計
予
算
と
合
せ
、

五
十
六
億
三
千
九
百
二
十
九
万
五

千
円
、
前
年
対
比
十
二
・
四
％
増

の
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

何
卒
、
本
会
議
を
通
じ
ま
し
て

町
民
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
を
重

ね
て
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。

▲「やさしい心が生きづく町」。社会福祉協議会の事業でひとり暮し
のお年寄りのために配食を行う「グループあじさい」の皆さん。
きょうは満開に咲いた花の下でお年寄りのための昼食会の準備に
大忙し（老人福祉センター前）

（3）
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その他　60，944（1．6）

依

存

財

せせらぎ公園整備

まもづくり特別対策事業

うるおいのある村づくり事業

県営は場整備事業

農道整備事業

かんがい排水事業

中山愕司地域農村活性化
総合整備事業

源

財

源

主

船谷川に2か年をかけて、建設省及び県
・・・助成による広域公園を建設し、町民の憩
いの場として、「蛍とあやめの里」に整備。

旧京都スポーツ施設を地域活性化拠点と
・・・して整備。老朽化した江尾駅を多目的集
会施設として整備。

柿原地区に炭焼がま、柿原ふれあい会館
を建設。

全町にわたり、ほ場整備をどの継続事業
を行う。

農道整備を行い、平成9年度完成を目指
す。

栗尾地区250メートル、下蚊屋地区350メ
ートルのかんがい排水事業を行う。

289，264千円

130，470千円

22，024千円

323，300千円

127，971千円

8，899千円

…票差雷雲詣妄妄語警備、広場、営農238，288千円

（4）
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結団畠討
●国民健康保険（事業勘定）……295，056千円

●国民健康保険（施設勘定）……37，387千円

●老人保健………………………493，340千円

●簡易水道事業…………………144，329千円

●農業集落排水事業……………316，231千円

●老人居室整備資金貸付事業…　170千円

●住宅新築資金等貸付事業……37，697千円

●江尾財産区……………………（3，500千円

●神奈川財産区…………………　2，573千円

●米沢財産区……………………　4，400千円

●国民宿舎甘酒茶屋運営事業…212，367千円

●索道運営事業…………………87，505千円

●笠良原市民農園・・…………‥・・9，240千円

●奥大山の水処理加工施設
事業

40，500千円

農業集落排水事業

住 宅 建 設 事 業

防災まちづくり事業

有線放送施設事業

生涯学習モデル事業

江尾小学校校舎改築

学校給食 ・食堂建設

（5）

⑳

川筋地区の幹線管路工事を行い、平成7
年度供用開始を目指す。

・・・若者定住用住宅を建設。

21世紀消防団づくり推進事業を行い、防
火水槽を町内4か所に設置。

難視聴解消事業を導入し、半の上集落の
難視聴を解消する。

生涯学習の推進体制を推進するために、
モデル事業を実施。

・・・老朽化した江尾小学校校舎を改築。

・・・学校給食センターの老朽化に伴い、建設

【：↑

316，231千円

39，880千円

21，400千円

16，125千円

1，958千円

357，700千円
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町　長　　福　田　正　臣

助　役　　藤　原　　　要

収入役　　森　　　正　幸

議　会

事務局

功

　

美

長
藤
票

局
遠
局
山

〔
議
会
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
〕

行
政
係

総 務　　 課

課　　長　藤原　昭仁

課長補佐　官本　正啓

課長補佐　徳岡まゆみ

予
∵
㍉
∵
．
（
兼
）
係
長
官
本
正
啓
　
主
事
西
岡
浩
治
（
嘱
託
）
加
藤
美
和
子

主
事
生
田
志
保

［
鯛
桐
畑
㍍
珊
修
．
福
利
厚
生
］
（
兼
）
係
長
徳
岡
ま
ゆ
み
（
兼
）
主
査
藤
原

〔
財
政
・
予
算
・
決
算
　
　
〕
係
長
岡
田
雄
成
　
主
任
影
山
久
志

明

6）

広
報
管
財
係

車
輌
管
理
係

［
絹
鮎
鮒
銅
線
　
］
係
長
本
高
善
久
（
嘱
託
）
田
中
金
明

〔
車
両
管
理
・
運
転
教
育
　
〕
　
係
長
藤
原
　
明

税　務　課

課長心得　篠田　勇夫

課長補佐　千藤　花実

丁
二
二

〔
町
税
・
そ
の
他
に
関
す
る
こ
と
〕
　
（
兼
）
係
長
千
藤
花
実
　
（
兼
）
山
川
浩
市
　
主
任
原
　
義
博

l l

土
地
台
帳
及
び
家
屋
台
帳
に

関
す
る
こ
と

固
定
資
産
税
の
評
価
に
関
す
る

こ
と

係
長
山
川
浩
市
　
（
兼
）
原
　
義
博

同和対策室

（兼）室長　藤原　昭仁

同
和
対
策
係

［
謂
個
綱
銅
蛸
靴
謂
昌
と
］
係
長
見
山
　
収
（
嘱
託
生
活
相
談
員
）
後
　
房
雄

児
童
館

一
末
日勝

長
嶋
館
仲

児
童
館
の
運
営
に
関
す
る
こ
と

児
童
の
指
導
業
務
に
関
す
る

（
嘱
託
児
童
厚
生
員
）
村
上
真
虐
美

（
兼
嘱
託
児
童
厚
生
貞
）
川
端
ゆ
り
子

と

山村開発センター

（農業委員会）

教育委員会
教育振興課
公　民　館

日　輪閣
図書館

特産品

研究加工
施　設
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企画商工観光課

朗
　
み

敏
けあ
内
上
竹
井
長
佐補長

課
課

企
画
開
発
係

商
工
観
光
係

総
合
開
発
計
画
・
調
整
に
」

関
す
る
こ
と
　
　
　
　
　
一

そ
の
他
開
発
計
画
の
企
画

に
関
す
る
こ
と

電
源
地
域
産
業
育
成
支
援

事
業
に
関
す
る
こ
と
　
ー

（
兼
）
係
長
井
上
あ
け
み
　
主
任
松
原
俊
二
　
主
事
末
次
義

主
事
補
浦
部

学晃

（
兼
）
係
長
竹
内
敏
朗
　
主
任
川
上
良
文

福祉保健課

子

樹

江

倶

利

敵

上

岡

原

井

徳

藤

佐

佐

長

補
補
長
長
課

課

園

町
民
係

福
祉
係

戸
籍
・
住
民
・
外
国
人
登
録
に
関
す
る
こ
と

米
穀
・
米
飯
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と

人
権
擁
護
・
遁
族
擁
遷
・
高
齢
者
顕
彰

に
関
す
る
こ
と

社
会
福
祉
及
び
国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と

老
人
保
健
業
務
に
関
す
る
こ
と

保
育
施
設
管
理
に
関
す
る
こ
と

係
長
白
石
和
恵
　
主
任
梅
林
明
宏

（
兼
）
係
長
徳
岡
利
樹
　
主
任
中
川
秀
樹
　
主
任
池
田
健
一

主
事
補
遺
下
尚
徳

健
康
対
策
係

＝ 保
健
衛
生
に
関
す
る
こ
と

国
民
健
康
保
険
事
務
に
関
す
る

こ
と
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所

業
務
に
関
す
る
こ
と

＝
（
兼
）
係
長
井
上
倶
子
（
保
健
婦
）
藤
森
史
子

石
原
由
美
子

主
任
瀬
島
明
正

課長　小澤　語正

宵
且
［
餉
銅
鐸
調
郎
㌢
ニ
J
と
］
（
主
任
保
母
）
篠
田
寛

（
保
母
）
川
端
る
り
子
・

頭
本
文
衣
・

（
嘱
託
）
佐
々
木
直
美
・

川
島
多
美
子
・

（
調
理
師
）
奥
田
由
美
子 子仲

嶋
明
子
・
川
上
明
美

下
村
佳
子

細
田
ひ
づ
る
・
森
田
一
姫

関
内
菅
子

∵

　

圭

一

〔
診
療
業
務
に
関
す
る
こ
と
〕
　
（
医
師
）
大
本
康
祐
（
嘱
託
）
亀
山
笑
子
・
加
藤
和
恵

役場（本庁舎、東庁舎など）、教育委員会、農業委員会などの場所

環境整備課

課　　長　清水　孝司

課長補佐　阿部　朝親

呵
且
［
摘
謂
設
．
維
持
管
理
に
関
す
］
（
兼
）
係
長
阿
部
朝
親
王
任
日
野
尾
泰
司

環
境
保
全
係

＝ 下
水
道
事
業
・
農
業
集
落

排
水
事
業
・
廃
棄
物
処
理

事
業
及
び
環
境
衛
生
に

関
す
る
こ
と

＝
係
長
中
田

（
兼
）
千
藤

実
　
主
任
矢
下
慎
二
　
主
任
梅
林
茂
樹

正

（
嘱
託
）
森
田
康
博

フレハフ　　　東　庁　舎　　　　　　　　本　庁　舎（略図）

2階
環境整備課
1階
土地改良区

議
∠ゝコ三
事
務
局

農 林
振興課

税　務　課 匪 易 建　設　課
同和対策室
総　務　課

出
納
室

l 福祉保健課

／
l 思　　　　 」

衛
生
施
設
組
合

掴
如
［
那
緒
雛
叩
．
。
南
町
］
（
兼
）
係
長
太
田

厚
　
古
川
武
己
　
前
田
修
一

（7）
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曲属 林 振 興　 課

千藤　　正

産
業
係

事参則

志

朗

明

孝

敏

麻
端
　
田

大
川
　
大

長
　
佐
佐
補
補
長
長

課

課

課

振
興
係

農
林
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他
農
林
に
関
す
る
こ
と

入
会
林
野
に
関
す
る
こ
と

林
業
振
興
に
関
す
る
こ
と

畜
産
に
関
す
る
こ
と

内
水
面
漁
業
に
関
す
る
こ
と

農
業
振
興
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他
農
林
振
興
に
関
す
る
こ
と

（
兼
）
係
長
川
端
孝
志
　
主
任
桑
原
　
巧
　
主
事
宇
田
川
　
晃

係
長
加
藤
　
泉
　
主
事
竹
茂
良
平

農
林
土
木
係

農
業
基
健
整
備
に
関
す
る

こ
と
農
林
災
害
に
関
す
る
こ
と

休
業
治
山
に
関
す
る
こ
と

（
兼
）
係
長
大
田
敏
朗
　
主
任
下
垣
吉
正
　
主
事
補
藤
原
　
靖

（
休
職
）
主
任
森
田
哲
也

土
地
改
良
係

県
営
土
地
改
良
事
業
に
関

す
る
こ
と

土
地
改
良
区
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他
土
地
改
良
事
業
に

関
す
る
こ
と

（
兼
）
係
長
千
藤
　
正
　
主
任
奥
田
慎
也
　
主
事
補
谷
口
博
志

（8

建

課長心得

課長補佐

出納室

室長補佐
関内志津子

事務局長
大岩　勝実嵩

管
理
係

了
二
二
‥
∴
∵

］
（
兼
）
係
長
西
田
　
哲

建
設
及
び
改
良
工
事
に
関
す
る

こ
と
土
木
災
害
に
関
す
る
こ
と

（
兼
）
係
長
手
島
慎
一
主
任
小
林
健
治
　
主
事
補
原
田
浩
司

甘
且
［
開
銅
的
冊
用
酎
鍼
人
の
調
定
］
（
兼
）
係
長
関
内
士
華
主
事
補
松
井
英
樹

農
地
利
用
計
画
調
整
に
関
す
る

こ
と
農
業
者
年
金
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他
農
政
全
般
に
関
す
る
こ
と

（
嘱
託
）
加
藤
武
夫

［
摘
絹
絹
㌍
の
運
営
］
調
理
師
長
末
次
信
昭
　
調
理
主
任

調
理
員
末
次
充
子
・
川
上
美
穂
子

業
務
員
藤
原
　
巧
・
伊
達
善
幸

河
合
博
男

河
上
倫
子

中
田
　
智

柴
田

応
務
主
任
川
上

勉
・
山
本
由
香
里

芙
美
子
　
応
接
係
森
田
眞
寿
美
・
小
椋
眞
由
美

⑳
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役場；載育重責会な由
会教　　　　　育　　　　　委　　　　　員

教　育　長　　　加　藤　　　努

教 育 振 興 課

学
事
係

［
糾
㌫
謂
S
絹
．
補
助
事
］
係
長
中
川
久
芋
主
事
長
尾
英
俊

社
会
教
育
係

‥
∴
　
∴
－
1
∴

こ
と

係
長
竹
内
幸
夫
　
主
任
川
上
　
豊
　
（
兼
）
主
事
加
藤
邦
樹
　
主
事
補
松
原
順
二

運

動

公

園

［
摘
㌍
謂
い
管
理
運
営
］
（
兼
）
松
原
順
二
（
嘱
託
管
理
主
任
）
野
田
克
人
（
嘱
託
）
村
上
　
太

公民館

宏

集会所

所長　　　　館長

仲嶋　黄道　松原

学校給食
セ　ン　タ　ー

明徳学園図書館

館　長　　　　　理事長　福田　正臣（兼）所長
（兼）加藤　努　学　長　加藤．努　　河上　英明

主
事
加
藤
邦
樹
　
（
嘱
託
）
清
水
札
子
・
山
本
美
智
子

（
兼
）
係
長
竹
内
幸
夫
　
（
嘱
託
）
川
端
ゆ
り
子
　
（
兼
）
村
上
真
由
美

（
栄
養
士
）
浅
田
恵
美
子
　
（
嘱
託
調
理
員
）
吉
川
照
子
　
井
上
敦
子

（
兼
）
長
尾
英
俊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
友
子
　
藤
田
初
枝

嘱
託
主
管
清
水
礼
子
　
（
兼
）
加
藤
邦
樹

新採用職員紹介

＼、」琶フL J＼ノゝ

（
兼
）
主
任
川
上
　
豊

嘱
託
司
書
（
兼
）
山
本
美
智
子

農
林
振
興
課

土
地
改
良
係

主
　
任
　
奥
田
　
慎
也

企
画
商
工
観
光
課

企
画
開
発
係

主
事
補
　
浦
部
　
　
学

福
祉
保
健
課

福
祉
係

主
事
補
　
道
下
　
尚
徳

農
林
振
興
課

農
林
土
木
係

主
事
補
　
藤
原
　
　
靖

建
設
課
　
建
設
係

主
事
補
　
原
田
　
浩
司

教
育
委
員
会

教
育
振
興
課

主
事
補
　
松
原
　
順
二

9
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とこでも学ぼう

●

⑳

生涯学習システムづくり

近頃「生涯学習」ということばを耳にされる方は多いだろうと思います。

昨年3月に発表された県の生涯学習についての調査結果によると「全く知らない」という人は約15％で、

「くわしくは知らかい」人を含めて80％以上の人が「知っている」と答えています。

このように生涯学習が話題になるのはなぜでしょう。

今年度は町報こうふをどを通じて生涯学習についてふれ、江府町の生涯学習の進め方についてお知らせし

たいと思います。

く生涯学習とは〉

生涯学習というと、中には「今さら、学習なんて…」とかいってテストの結果に一喜一憂して点数に悩ん

だ小・中学校や高校の勉強のことを思い出される人もありましょう。

又、生涯学習は高齢層を対象にした学習で、余生の生活設計づくり支援だというふうに捉える人もあります。

もちろん、これも生涯学習に含まれる内容ではありましょうが、もともと人間は年老いても学び、成長す

る可能性をもっているのだから、自分を向上させるため、自発的意志によって、自分に適した方法で学齢期

だけでなく、生涯にわたって学習せねばならを

い。これが将来の教育のあり方でもあると考え

られています。

このようをことから、生涯学習とは自分を向

上させるために役立つ、「いつでも・どこでも・

だれでもが行うことのできる学習、文化活動、

スポーツやレクリェーション活動」だと言われ

ています。

★ハイビジョン・ギャラリーのご案内

◎個人・団体でも可能。

◎月～金曜日／10：00～17：00

◎会場＝県民ふれあい会館

◎4月の番組表が教育委員会に届いています。

（お問い合わせは、教育委員会へ）

春休み　ちびっこ探検隊

3日盟

熱心に石馬の話を聞いているちびっこ探検隊
一淀江町歴史民俗資料館で

∴第3画江府町春季交流ゲ一一トボール大会開催迫る〝
1．期　　日

2．会　　場
3．参加資格

平成6年4月25日（月）
午前8時30分開会（小雨決行）
江府町運動公園　ゲートボール場
江府町民または、町内在職者　ただし、在学生は除く。

剣　道　教　室　の　　お　　し　　ら　　せ

日
場

期
会

1
　
2

4月25日（午後6時30分）より毎週月・木曜日（10回）
江尾小学校　　　3．対　　象　　町内小学生

Soumu
四角形
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生涯学習伝言板

いつでも学ぼう

▲移動図書「あやめ」が下安井停車場で元気な子供たちに出あいました。

図
書
席
だ
よ
り

江
府
町
立
図
書
館

一
冊
の
本
か
ら

夢
ひ
ろ
が
る

思わぬ大雪にみまわれた冬も終わり、4月の声を聞いたとたんポカポカと春めいてまいりました。さあ、

平成6年度のスタートです。

今年は装いを新たに町報「こうふ」で皆様方にお目見えすることになりました。ヨロシクお願いします。

◎平成5年度貸し出し状況　　　　　7

児童・絵本

時代小説

小説

雑学エッセイ

歴史・教育

園芸・芸術

合　計

3，978冊

846冊

1，960冊

953冊

626冊

215冊

8，578冊

園芸・芸術

3％

（江府町人口の1人当たり1．9冊の貸し出しです。）

◎ミニギャラリー

4月から、第2回奥大山チロルの里「大山」

写真コンテストの入選作品を展示しておりま

す。ぜひご来館ください。

●お知らせ●

日輪閣エレベーター工事の完成に伴い、図

書館入口もおしゃれに変身．（／あをたのお気に

入りの一冊を見つけにお気軽にお立ち寄りく

ださい。

く新着図書のご紹介〉

○湖畔亭　　　　　　内海隆一郎

○膝小僧の神様　　　群　ようこ

○潮流　　　　　　　　伊集院　静

○竜馬がゆく（1）～（5）　司馬遼太郎

○永田町あのときの話　浜田幸一

大反響を呼んだ「日本をダメにした九人の政治家」

につづく第二弾．て／

（11）

く今月のおすすめ〉

○白い狂気の島　　　（川田弥一郎）

39年ぶりに日本で発生した狂犬病患者．′台風接近

で孤立した幹根島を襲う白い狂犬の恐怖。

誰が、いつ、どこから、島に持ち込んだのか？

畠の診療所医師が、狂犬病殺人事件の謎解きに挑

む。

句「

Soumu
四角形
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＿・′－一・

森　田　あゆみ　も
（看護婦さん）
伸　二

．鵡
てゝL

●

」瞳 山

森　田　友　紀．も
（サッカー選手）
辰　志

田（浩建鼓惑予　山東ひ智さま竿も
和　也　　　　　　　　　　　雄　三

す新入生

紹介47人
顔写真の下の説明は、新入生の名まえと

永　井　裕　幸　も
（サッカー選手）
浩　二

篠　田　誌　鼻　も
（ラーメン屋）

党

梅　林　礼　子　も
（看護姐さん）
充

▲‾キ▲」
篠　田　修　平　も
（サノカー選手）
修　　身

本　幸　菜　も
（看讃婦さん）
康　祐

¶とよ芸≡！完蓋妄芸諾妄霊芝話芸蒜松崎掻真説（お菓子売場の店員さん）
孝　志

坂　本　千　春　も
（看讃婦さん）
弘　美

森　簿　美　観
（音楽の先生）
幸　広

澤　田　圭　三も・徳　岡　美　香も
（サソカー選手）　　　　　　（まだわからをい）
大　蔵　　　　　　　　　　弘　美

川　上　竜　幸　も
（野球選手）
葉斤　一

遠　藤　主森島
（ピアノの先生）
政　昭

気管
引ぜ諾

口

避
け

己

中　野　絵　理　も
（看護婦さん）
寛

森

細　田　麻　美　㌔
（看護婦さん）
仁

川　端　珠　美　も
（看讃婦さん）
一　美

．■止J璽㌧▲」

土　居　淫　萱も
（サッカー選手）

一　幸

加　藤　　　望　軋
（お花屋さん）
僅

田　詭　臭　も
（野球選手）
幸　一

（12）
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大　岩　敏　明　乾　　田
（野球選手）
I憐　実

加　藤　知　宏　も
（サ　ノカー選手）
健　二

一▲ヽdI▲」
影　山　拓　郎　も
りリークの選r二）
久　志

乳
ぉ
雄
H
・
敏
言

ノ
＋
日
丁

中
什

伊　達
（看 相識
傾　度

ん）

十干十十

田　棲　生　魚　軋
（アイスクリーム屋さん）

定　良

J・
遠　藤　英　之　も
rJ　り一クの越r）

道　弘

．1■’

‘◆‾ン　・鮭・「l

も　藤　原　ゆかり　も
（お花履さん）
燕

山　中　嘉蓮美　も　加　藤　　管も
（ケ【キ丁もさん）　　　　　　　（ケーキ履さん）
直　美　　　　　　　　　　　要

（13）

好　瑠　美　観
お花尾さん）
洋　祐

一i

中　田　順　子　も
（看護姉さん）

末日
R

＼‾1年生全員

彊

浦　部　達　洋　も　　久　木
rJリークの選r）

千　明

一編紙
藤　原　茎　竜
（Jリークの選手）
索　久

」

（ロケッ
二
十

ペい

平　も　林

俣

乙…③票

隆　一　も
（サソカー少年）
二　郎

宮　本　佑　衣　も
（幼稚園の先生）
誠　司

Soumu
楕円
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俣
野
小
学
校
・
校
舎
完
成

木
の
ぬ
く
も
‖

イ完成を祝し、
元気に歌う児童たち

三
月
二
十
三
日
、
待
望
久
し

い
俣
野
小
学
校
本
校
舎
の
完
成

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
平
成
五
年
度
公

立
学
校
施
設
整
備
事
業
で
行
わ

れ
た
も
の
で
、
総
事
業
費
約
一

億
八
千
万
円
。
木
造
二
階
建
七

三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
　
（
施
設
内

容
は
普
通
教
室
四
部
屋
、
多
目

的
教
室
を
ど
）
。

は
じ
め
に
、
厳
粛
に
神
事
が

行
わ
れ
た
あ
と
、
引
き
続
き
、

完
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
祝
賀
会
（
俣
野

区
・
建
築
協
力
委
員
会
共
催
）

が
俣
野
地
区
の
皆
さ
ん
も
と
も

に
出
席
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
と
を
っ
た
体
育
館
で
は
、

児
童
全
員
に
よ
る
、
歓
び
の
演
奏

「
大
き
を
か
ぶ
」
が
披
露
さ
れ
、

、七一．

－
－

．
サ
リ
、
中■

手
が
あ
り
ま
し
た
。

真
新
し
い
木
の
香
り
の
す
る
校

舎
で
は
、
み
ん
な
の
喜
び
の
笑
顔

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

チロル風の校舎が　ナ良二ここ二∴J
お目見えしましたト　L塾；

集
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
、
大
き
を
指

せ

⑳

偏憺粥訃冒㊥
凹砂　守

砂宙匂

三
月
二
十
一
日
、
柿
原
上
集
会
　
胴

所
で
柿
原
集
落
の
伝
統
行
事
と
し

て
受
け
継
が
れ
て
い
る
数
珠
祭
り

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
数
珠
祭
り
は
今
か
ら
一
五

〇
年
前
に
始
ま
っ
た
も
の
で
、
だ

れ
も
が
幸
せ
で
、
健
康
に
暮
ら
せ

ま
す
よ
う
に
と
集
落
の
み
ん
な
で

数
珠
を
ぐ
る
ぐ
る
回
し
を
が
ら
、

祈
っ
た
の
が
、
そ
の
由
来
。

こ
の
日
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
の
八
十
人
が
集
ま
り
、

集
落
の
発
展
な
ど
を
祈
り
つ
つ
、

数
珠
を
回
し
て
い
ま
し
た
。

▲子どもからお年寄りまで、幸せ祈って数珠回し（柿原）
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研停会

女性の視点を

地域社会に

一一女性自身も自分を高める努力必要－⑳（

＿＿＿●．－■■■■一一■l■■■－ l

l

塾頭 藍 輿 望 ＿二「阜

■一

」

▲とっとり女性プランについて説明する前田企画員
（特産品研究加工施設）

三
月
二
十
八
日
、
共
に
女
性
問

題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う
と

各
婦
人
団
体
長
、
女
性
問
題
地
域

推
進
員
、
そ
し
て
各
職
場
で
活
躍

し
て
こ
ら
れ
た
女
性
を
ど
が
集
い

研
修
会
が
開
か
れ
、
最
近
の
女
性

問
題
に
つ
い
て
晴
発
に
討
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
鳥
取
県
青
少
年
女
性
課

の
前
田
企
画
員
が
婦
人
問
題
地
域

推
進
員
が
発
足
し
た
経
過
に
つ
い

て
説
明
し
た
の
ち
、
と
っ
と
り
女
性

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
鳥
取
県
と
し

て
の
取
り
組
み
を
説
明
し
ま
し
た
。

「
全
国
で
も
、
女
性
の
就
業
率

の
高
い
鳥
取
県
は
職
場
、
地
域
に

あ
っ
て
も
、
女
性
の
活
躍
は
目
ざ

ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
男
女
共
生
の
時
代
を

む
か
え
、
ま
だ
ま
だ
解
決
し
な
け

れ
ば
を
ら
を
い
問
題
は
山
積
し
て

い
ま
す
。
そ
の
解
決
の
た
め
に
も

女
性
自
身
も
徐
々
に
で
す
が
、
自

分
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
」
と
語
る
前
田
企
画
員
。

そ
し
て
、
意
見
交
換
で
は
　
「
高

齢
化
社
会
を
む
か
え
、
福
祉
施
設

な
ど
が
女
性
の
視
点
に
立
っ
た
も

の
に
。
そ
れ
は
、
日
頃
介
護
に
携

っ
て
い
る
の
は
女
性
が
大
方
で
あ

る
か
ら
」
な
ど
、
様
々
を
意
見
が

で
て
い
ま
し
た
。

▲江美新橋は、夜ともなるとライトアップされた噴水が目をひき、

チロルの里の玄関にふさわしいモニュメントもお目見えしました

モ
ダ
ン
な
ブ
リ
ッ
ジ

江
美
新
橋
・
完
成

国
道
四
八
二
号
線
の
玄
関

で
チ
ロ
ル
の
里
の
人
口
で
も

あ
る
江
美
新
橋
が
完
成
し
ま

し
た
。
モ
ダ
ン
を
江
美
新
橋
は
三

月
十
八
日
に
渡
り
初
め
が
行

わ
れ
た
あ
と
、
四
月
十
五
日

に
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
完

成
し
、
夜
に
を
る
と
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
噴
水
も
お
目

見
え
し
、
チ
ロ
ル
の
里
に
新

し
い
名
所
が
で
き
ま
し
た
。
　
川

Soumu
四角形

Soumu
四角形



中国五県で唯一の受賞

江府町

－
潤
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
－

優
良
地
方
公
共
団
体
と
し
て

自
治
大
臣
表
彰
に
輝
く

▼一計‾rl

▲自治大臣より表彰を受ける福田町長

地
域
の
特
産
品
な
ど
の
町

お
こ
し
の
推
進
に
努
め
、

地
域
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

顕
著
を
功
績
の
あ
っ
た
地

方
公
共
団
体
に
贈
ら
れ
た

も
の
で
、
江
府
町
は
　
「
ま

ち
づ
く
り
一
般
部
門
」
　
で

全
国
の
を
か
か
ら
、
選
ば

れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
三
月
二
十

八
日
、
自
治
省
の
特
別
会

議
室
で
行
わ
れ
、
佐
藤
自

治
大
臣
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
福
田
町
長
に
手
渡

江
府
町
の
受
賞
理
由
と
し
て
は
、

「
奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
づ
く
り
構

想
」
　
の
も
と
、
シ
ン
ボ
ル
の
カ
リ

オ
ン
塔
の
建
設
、
「
奥
大
山
の
水
」

を
ど
の
特
産
品
の
開
発
、
ま
た
全

国
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催

な
ど
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
た
取

り
組
み
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

四
月
一
日
に
は
、
西
尾
知
事
、

沖
副
知
事
に
受
賞
報
告
し
、
「
江
府

町
の
受
賞
は
県
に
と
っ
て
も
誇
り

で
す
」
と
語
る
知
事
と
今
後
の
町

づ
く
り
に
種
々
意
見
が
か
わ
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
た
び
県
の
推
せ
ん
に
よ

り
、
江
府
町
が
平
成
五
年
度
の

「
潤
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
優
良
地
方
公
共
団
体
と

し
て
自
治
大
臣
表
彰
を
受
賞
い

た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
然
環
境
の
保
全
、

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
　
「
ま
ち
づ
く
り

一
般
部
門
」
で
表
彰
を

受
け
た
団
体
は
全
国
で

十
団
体
。
中
国
地
方
で

は
江
府
町
が
た
だ
ひ
と

つ
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

∵
∴
い

こ鰯
▲チロルの里のシンボル、

カリオン塔

荒神神楽菖風社

結成20周年記念式典行う
ト
式
辞
を
の
べ
る
佐
藤
社
長

▲式典終了、神楽の奉納も行われた

昭
和
四
十
九
年
に
十
人
に
結

成
し
た
菖
風
社
（
貝
田
集
落
）

が
本
年
、
二
十
周
年
の
佳
節
を

迎
え
、
三
月
二
十
七
日
江
尾
小

学
校
貝
田
分
校
で
記
念
式
典
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
誠
社
長
の
式
辞
の
あ
と
、

二
十
周
年
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て

「
東
京
を
は
じ
め
全
国
各
地
で

出
演
し
、
そ
の
回
数
は
二
一
八

回
に
お
よ
び
ま
し
た
」
と
報
告
。

式
典
に
集
っ
た
四
十
五
人
の
関

係
者
は
さ
ら
に
歴
史
と
伝
統
の

年
輪
を
か
さ
ね
、
発
展
す
る
こ

と
を
祈
念
し
て
い
ま
し
た
。

ゝ⑳

化見
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町から入学祝い金

贈る
■入学祝い金制度■■

将
来
の
町
を
さ
さ

え
る
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
願
っ
て
、
三

年
前
か
ら
始
ま
っ
た

「
入
学
祝
い
金
制
度
」

こ
の
制
度
は
、
第

三
子
以
上
の
親
子
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
、

今
年
度
の
対
象
は
十

四
人
で
し
た
。

四
月
六
日
の
江
尾

小
学
校
で
は
福
田
町

長
が
直
接
、
祝
い
金

を
手
渡
し
て
い
ま
し

た
。

‘
J

▲福田町長より祝い金を贈る（江尾小）

mWm耶mmm

日
輪
閥
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
と
渡
り
ろ
う
か
で
結
ぶ▲さまがわりをした日輪闇の玄関

日
輪
閣
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

に
大
変
で
し
た
が
、
こ
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
完
成
に

こ
れ
は
、
自
治

省
の
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
事
業
で

行
わ
れ
た
も
の
。

二
階
、
三
階
で

2・3階へ

スムーズに

よ
っ
て
、
便
利
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
工

事
に
伴
い
、
日
輪

閥
の
玄
関
も
自
動

の
会
議
が
あ
る
時
な
ど
、

階
段
を
登
り
降
り
す
る
の

ド
ア
と
な
り
、
出
入
り
も

ス
ム
ー
ズ
と
を
り
ま
し
た
。

第三セクターで運営予定

処理加工施設完成

いよいよ始動．（／

奥大山の水

ト
完
成
し
た
奥
大
山
の
水
処
理
加
工
施
設

（
御
机
）

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
奥
大

山
の
水
処
理
加
工
施
設
が
こ
の
た

び
完
成
し
ま
し
た
。

最
大
能
力
、
一
時
間
当
た
り
に

八
〇
〇
本
を
製
造
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
の
施
設
は
、
県
内
外
か
ら

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

新
鮮
を
奥
大
山
の
水
を
ど
ん
ど

ん
都
会
の
皆
さ
ん
に
提
供
で
き
る

よ
う
に
、
今
、
運
営
体
制
の
準
備

が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

lp
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国
税
専
門
官

採
用
試
験
案
内

●
受
験
資
格

昭
和
四
十
二
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

●
受
験
申
込
期
間

平
成
六
年
五
月
九
日
～
平
成
六

年
五
月
十
六
日

●
受
験
申
込
先

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課

●
第
一
次
試
験

平
成
六
年
六
月
十
八
日
（
土
）

六
月
十
九
日
（
日
）

●
第
二
次
試
験

平
成
六
年
八
月
二
十
二
日
（
月
）

八
月
二
十
三
日
（
火
）

（
人
物
試
験
、
身
体
検
査
）

●
お
問
い
合
わ
せ

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課

℡
〇
八
二
・
二
二
一
・
九
二
二

●

国
家
公
務
員
Ⅲ
種
圏
鳳
凰

採
用
試
験
案
内

●
受
験
資
格

昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

●
受
験
申
込
期
間

平
成
六
年
七
月
一
日
～
平
成
六

年
七
月
八
日

●
受
験
申
込
先

人
事
院
中
国
事
務
局

●
第
一
次
試
験

平
成
六
年
九
月
十
一
日
（
日
）

高
校
卒
業
程
度
（
教
養
試
験
、
適

性
試
験
、
作
文
試
験
）

●
第
二
次
試
験

平
成
六
年
十
月
下
旬

（
人
物
試
験
、
身
体
検
査
）

●
お
問
い
合
わ
せ

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課

℡
〇
八
二
二
一
二
一
・
九
二
一
一

絶

●
お
米
の
供
給
は

十
分
に
確
保
し
て
ま
す

＝

食

糧

庁

＝

三
月
以
降
、
皆
様
に
お
届
け
す

る
主
食
米
の
供
給
量
は
現
在
十
分

に
確
保
で
き
て
い
ま
す
の
で
、
ご

安
心
く
だ
さ
い
。
〔
そ
の
う
ち
の

七
割
程
度
（
三
月
は
約
五
割
程
度
）

が
輸
入
米
の
予
定
で
す
〕

買
い
置
き
や
買
い
急
ぎ
さ
れ
る

こ
と
を
く
、
必
要
を
量
の
計
画
的

な
ご
購
入
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
平
年
の
供
給
量
（
平
年
の
主
食

米
の
月
間
供
給
量
は
約
五
〇
万
ト

ン
）
　
を
確
保
し
て
い
ま
す
の
で
、

絶
対
量
の
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
よ
り
早
く
お
届
け
す
る
た
め
に
、

輸
入
米
の
輸
送
体
制
を
整
え
ま
し

た
。

■
安
全
供
給
の
た
め
に
、
国
産
米
．

と
輸
入
米
の
ブ
レ
ン
ド
を
中
心
に

お
届
け
し
ま
す
。

■
売
り
お
し
み
や
高
価
格
で
の
販

売
な
ど
が
な
い
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク

体
制
を
強
化
し
ま
す
。●

白
雨
岩
謁
讐
当
日
局

労
働
保
険
・
年
度

更
新
手
続
き

●
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
●

労
働
保
険
の
平
成
五
年
度
確
定

保
険
料
と
平
成
六
年
度
概
算
保
険

料
の
申
告
納
付
の
時
期
が
ま
い
り

ま
し
た
。

本
年
度
は
、
五
月
十
五
日
が
日

曜
日
の
た
め
五
月
十
六
日
ま
で
に

申
告
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
年
度
も
事
業
主
の
皆

さ
ん
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
申
告

書
の
出
張
受
付
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
へ

お
出
か
け
の
う
え
、
申
告
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
労
働
者
を
ひ
と
り
で
も

鳩

雇
用
し
て
い
る
事
業
主
さ
ん
は
、
　
㈹

労
働
保
険
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ

ば
在
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ま
だ
加
入
手
続
き
を
し

て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
平
成
六
年
五
月
十
九
日
（
木
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時

●
場
所
米
子
職
業
安
定
所
根
雨
出
張
所

●
町
報
掲
載
の

写
真
画
風
で

差
し
上
げ
ま
す

日
ご
ろ
、
町
報
こ
う
ふ
を
ご
愛

読
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
た
び
平
成
六
年
度
よ
り
町

報
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
写
真
を

ご
希
望
の
方
に
有
料
で
差
し
上
げ

ま
す
。
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費
用
は
サ
ー
ビ
ス
版
で
約
六
十

円
で
す
が
、
ご
希
望
の
サ
イ
ズ
に

ょ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
役
場
・

総
務
課
・
広
報
管
財
係
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

防
災
無
線
を

有
料
で
取
り
付
け
ま
す

二
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
事
業
所
に

防
災
無
線
を
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
ご
希
望
の
事
業
主
の

皆
さ
ん
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、

受
信
が
困
難
を
所
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。

●
費
用
約
四
万
円

●
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
・
広
報
管
財
係

℡
〇
八
五
九
・
七
五
・
二
二
一
一

系
列
山
陰
放
送

T
 
B
 
S

”
笑
顔
が
い
ち
ば
ん
〟
で

チ
ロ
ル
の
里

江
府
町
を
紹
介

こ
の
た
び
、
江
府
町
が
T
B
S

（
東
京
放
送
）
＝
系
列
山
陰
放
送

＝
の
番
組
「
笑
顔
が
い
ち
ば
ん
」

で
次
の
と
お
り
全
国
に
紹
介
さ
れ

ま
す
。
で
き
た
ば
か
り
の
奥
大
山
の
水

工
場
、
カ
サ
ラ
フ
ァ
ー
ム
を
ど
豊

か
を
自
然
と
人
情
あ
ふ
れ
る
町
の

よ
う
す
が
紹
介
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

放送日
5月15日・日曜日

午前7時30分～8時

べインタビューにこたえる竹内企画
商工観光課長（ロケ風景）

※会議などによっては、場所・時間などが変更に在ること　⑳嶋．

もありますので、ご確認ください。

●
放
送
日
・
時
間

五
月
十
五
日
（
日
）

午
前
七
時
三
十
分
～
八
時

（
三
十
分
放
送
の
約
十
五

分
間
、
江
府
町
が
紹
介
さ

れ
ま
す
）

●
番
組
名

「
笑
顔
が
い
ち
ば
ん
」

偏転転韓麺浦上
4月・5月

日　付 行　 事　 内　 容 日　付 行　 事　 内　 容

4／25（月）春季ゲートボール大会（8：30・運動公園）不用犬引取り日年金委員会（9：30・山村開発センター）
剣道教室開講（18：30・江尾小）

5／2 （月）

26㈹ 3 ㈹ 憲法記念日

27㈱ 明徳学園入学式（10：00・日輪閣） 4 ㈱ 国民の休日

28（杓 5 休）子どもの日

29（劫 みどりの日 6 （釦

30仕） 7拙

5／1（日）ナイター開き（運動公園） 8 （冒）

（19）

Soumu
四角形

Soumu
四角形



■現代人の死亡原因ワースト10

〔資料〕厚生省「人口動態統計1991年」

成
人
病
予
備
軍

罷

こ
ん
な
人
が
ね
ら
わ
れ
や
す
い
〃

成人病予防が
健康っく財カギ
現在、日本人の5人に3人が三大成人

病といわれるがん、心臓病、脳卒中が原

因で死亡しています。成人病は、日頃の

悪い生活習慣の積み重ねが誘因で、別名

「生活習慣病」ともいわれ、生活習慣の改

善が成人病予防の第一歩となります。

健
康
い
ち
l

ま
ん

¢α
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を
≡
針月

動

3

河
上
　
貴
一

高
木
あ
り
さ

遠
藤
　
政
文

川
上
恵
理
子

佐
藤
　
勇
人

宇
田
川
美
幸

＼、、ノーノ．＿＿～

め

十

　

十

宮
市
佐
川
か
ら

安
来
市

実
用
か
ら

愛
知
県
葉
栗
郡

武
庫
か
ら

い
福
を

祈
り
ま
す

ひ
と
こ
と
・
ふ
た
こ
と

整
理
垂
敬

今
す
る
時
に
し
て
お
こ
う

つ
ぉ
誕
生

し
　
お
め
で
と
う

（
住
所
）
　
（
出
生
児
〓
保
護
者
一
（
続
柄
一

新
道
　
生
田
　
和
輝
和
則
長
男

佐
川
　
清
水
ひ
か
り
武
三
長
女

新
道
　
中
　
　
仁
史
孝
仁
長
男

美
用
　
下
垣
　
祐
委
邦
弘
長
女

（
住
所
）
　
　
（
氏

白
　
住
　
田
中

荒
　
田
　
吉
村

下
蚊
屋
　
太
田

名
〓
年
齢
〉
（
世
帯
主

愛
吉
鵬
本
人

一
男
鵬
本
人

徳
治
瑚
章

春
、
其
っ
さ
か
り
。
農
機
具
の

音
が
あ
ち
ら
、
こ
ち
ら
で
聞
こ
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
年
に
一
度
し
か
、
使
う
こ
と

の
な
い
農
機
具
も
な
か
に
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。

久
方
ぶ
り
に
、
動
く
農
機
具
も

を
か
を
か
本
調
子
に
な
れ
な
い
の

も
、
う
な
ず
け
ま
す
。

使
う
方
も
、
十
分
に
注
意
し
て

農
作
業
で
の
事
故
を
ど
を
い
よ
う

に
注
意
を
払
っ
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

整
理
整
頓
。
あ
の
時
に
、
点
検

池
の
内
　
藤
原
　
き
の
蟻
謙
治

尾
上
原
中
尾
す
み
ゑ
瑚
博
憲

］
」
鯛
で
と
う

折
㌍
莱
絹
）
絹
市
か
ら

浦加
田藤

昌
棋
）
約
㍍
か
ら

平成6年3月届
前月比

世帯数1，238世帯（＋5）

人　口4，539人（＋5）

男　2，178人（＋6）

女　2，361人（－1）

コ
コ
∋
∃

し
て
お
け
ば
、
こ
ん
を
こ
と
に
は

な
ら
を
か
っ
た
の
に
と
　
〝
後
悔
先

に
立
た
ず
″
と
い
う
言
葉
も
あ
る

よ
う
に
、
い
つ
も
、
心
が
け
て
お

き
た
い
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
作
業
を
終

っ
て
、
き
れ
い
に
掃
除
し
、
所
定

の
位
置
に
お
き
、
来
年
の
た
め
に

そ
な
え
て
お
き
た
い
も
の
。

日
常
生
活
で
も
、
し
を
け
れ
ば

い
け
を
い
こ
と
は
よ
く
分
っ
て
い

て
も
、
で
き
を
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
が
、
努
力
す
る
こ
と
を
忘

れ
を
い
で
、
挑
戦
し
た
い
も
の
で

▼
季
節
は
桜
か
ら
新
緑
へ
と

変
わ
っ
て
い
ま
す
。

四
月
か
ら
役
場
も
機
構
改

革
に
よ
り
、
「
八
課
一
室
」
か

ら
「
七
課
一
室
」
に
変
わ
り
ま

し
た
。
更
に
、
町
報
も
変
わ

り
ま
し
た
。
文
字
を
大
き
く

し
、
表
紙
も
モ
デ
ル
チ
ェ
ン

ジ
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

時
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
、

変
わ
る
こ
と
も
世
の
常
で
す
が
、

私
は
あ
い
か
わ
ら
ず
そ
の
ま
ん
ま
。

激
し
く
流
れ
る
川
の
中
に
ひ
と
り

中
洲
に
と
り
残
さ
れ
た
気
持
ち
。

今
日
も
原
稿
用
紙
の
ま
す
目
が
早

く
文
字
を
う
め
て
と
叫
ん
で
い
る

口
の
よ
う
に
思
え
て
し
ま
う
。

▼
四
月
中
旬
、
全
国
放
送
の
取
材

の
た
め
、
同
行
し
た
。
約
十
五
分

の
番
組
を
つ
く
る
の
に
、
一
日
半

の
時
間
と
約
五
十
人
以
上
の
皆
さ

ん
の
協
力
が
必
要
。
重
い
機
材
を

か
か
え
、
撮
影
す
る
カ
メ
ラ
マ
ン
。

周
囲
に
気
配
り
を
し
を
が
ら
、
マ

イ
ク
を
か
た
む
け
る
音
声
の
人
。

そ
し
て
、
い
つ
も
笑
顔
で
登
場

す
る
レ
ポ
ー
タ
ー
。
そ
ん
な
ス
タ

ッ
フ
の
持
ち
味
を
引
き
出
す
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を

し
っ
か
り
知
っ
て
い
る
苦
労
人
。

縁
の
下
の
苦
労
人
の
番
組
制
作

に
か
け
る
情
熱
に
ふ
れ
た
。

el
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局扇領袖守
①　甘沙留

発
行
・
江
府
町
役
場

、J
〒
6
8
9
－
4
4
　
鳥
取
県
日
野
郡
江
府
町
大
字
江
尾
4
7
5

℡
0
8
5
9
（
7
5
）
2
2
1
1
　
F
A
X
O
8
5
9
（
7
5
）
2
3
8
9

一
　
編
集
・
総
務
課

印
刷
二
高
士
印
刷

カラオケにも

時々いきます

JA江府町勤務大前円美さん（21歳）

＊JA江府町につとめて何年ですか？

3年目にをります。今は本所の信用部の窓口係ですが、土曜

日は交替で、江尾マーケットに。

＊行ってみたい所は？

東京に行ったことがをいので、行ってみたいです。

＊趣味は？

梓にか－ですが、音楽鑑賞です。カラオケにも時々いきます。

ロックバンドのボンジョビが好きです。

＊好きな男性のタイプは？

背が高くて、やさしい人。芸能人でいえば柳菓敏郎（でも、

あまり背は高くをいけど…）

＊町にのぞみたいことは？

ここがチロルの里だという所があったら‥・。

手早く給油したり、窓をふいたりと手際よく作業を
行う川上さん。幸もピカピカ、笑顔もピカピカ。

海津『■謂鼠．£・‾「＝二二二二

「元気だった」と気軽にお客さんから声がかかる。
「最初の仕事がここ江尾マーケットでした」と大前さん。

今、バドミントンに

夢中です

白石商事江尾給油所勤務川上健二さん（26歳）

＊こちらにつとめて何年ですか？

7年になります。

＊行ってみたい所は？

北海道、沖縄、アメリカのニューヨークなど。

＊趣味は？

今はバドミントンのグループに入ってやっています。

音楽は演歌以外なら何んでも好き。特にレゲエ。

＊好きな女性のタイプは？

髪の長い人で、にぎやかな女の子。芸能人でいえば、

中山美穂。

＊町にのぞみたいことは？

若者が魅力をもてるプレイ・スポットがあったら…。
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